
「紀伊山地の霊 場と参詣道」の世界遺産推薦について
き い さ ん ち れいじょう さんけいみち

１．名 称

Sacred Sites and Pilgrimage Routes in the Kii Mountain紀伊山地の霊場と参詣道（

)Range, and the Cultural Landscapes that Surround Them

２．概 要

紀伊山地の吉野・大峯、熊野三山、高野山は、古代以来、自然崇拝に根ざした

神道、中国から伝来し我が国で独自の展開を見せた仏教、その両者が結びついた

修験道など、多様な信仰の形態が育んだ神仏の霊場であり、大峯奥駈道、熊野参

詣道、高野山町石道などの参詣道(巡礼路)とともに広範囲にわたって極めて良好

に遺存している比類のない事例である。また、それらが今なお連綿と民衆の中に

息づいている点においても極めて貴重である。

３．遺産の種別

文化遺産 記念工作物、遺跡（文化的景観）

（参考）世界遺産 自然遺産

文化遺産 記念工作物

建造物郡

遺跡（文化的景観を含む）

（３県で合計２９市町村にまたがる）４．所在地

三 重 県 尾鷲市、熊野市
おわせ くまの

度 会郡 大内山村
わたらい おおうちやま

北牟婁郡 紀伊長島町、海山町、
き た む ろ きいながしま みやま

南牟婁郡 御浜町、紀宝町、紀和町、鵜殿村
みなみむろ みはま きほう き わ うどの

奈 良 県 吉野郡 吉野町、黒 滝村、天 川村、野迫川村、大 塔村、
よしの よしの くろたき てんかわ の せ が わ おおとう

十津川村、下北山村、上北山村、川 上村
と つ か わ しもきたやま かみきたやま かわかみ

和歌山県 新 宮市
しんぐう

伊都郡 かつらぎ町、九度山町、高野町
い と く ど や ま こうや

西牟婁郡 白 浜町、中辺路町、日置川町、すさみ町
に し む ろ しらはま な か へ ち ひ き が わ

東牟婁郡 那智勝浦町、熊野川町、本 宮町
ひがしむろ なちかつうら くまのがわ ほんぐう

＊ 「町 「村 」は、それぞれ全て「ちょう 「そん」読み。」、 」 」、



５．資産の範囲（別図参照）

推薦資産は、次の６に掲げる資産から構成され、文化財保護法に基づき、史跡

７件、史跡・名勝１件、名勝１件、名勝・天然記念物１件、天然記念物４件が指

定されている。また、国宝４棟、重要文化財２３棟の建造物が含まれている。

６．構成資産の内容

「紀伊山地の霊場と参詣道」は、修験道の拠点である「吉野・大峯 、熊野信仰」

の中心地である「熊野三山 、真言密教の根本道場である「高野山」の三霊場及」
しんごんみっきょう

び、それらを結ぶ「参詣道」から構成される。

（１）霊場「吉野・大峯」
よ し の おおみね

紀伊山地の最北部にあり、三霊場の中でも最も北に位置する。農耕に不可欠の

水を支配する山あるいは金などの鉱物資源を産出する山として崇められた「金峯

山」を中心とする「吉野」の地域と、その南に連続する山岳修行の場である「大

峯」の地域からなる。修験道の中心的聖地として発展し、１０世紀の中頃には日

本第一の霊山として中国にもその名が伝わるほどの崇敬を集めるようになった。

日本中から多くの修験者が訪れ 「吉野・大峯」を規範として、全国各地に山岳霊、

場が形成されていった。

＜構成資産＞

吉野山、吉野水分神社、金峯神社、金峯山寺、吉水神社、大峰山寺
よしのやま よしのみくまりじんじゃ きんぷじんじゃ きんぷせんじ よしみずじんじゃ おおみねさんじ

（２）霊場「熊野三山」
くまのさんざん

紀伊山地の南東部にあり、相互に２０～４０ の距離を隔てて位置する「熊野km

本宮大社 「熊野速玉大社 「熊野那智大社」の三つの神社と「青岸渡寺」及び」、 」、

「補陀洛山寺」の二つの寺院からなる。三つの神社はもともと個別に自然崇拝の

起源を持っていたと考えられるが、１０世紀後半は他の二社の主祭神を相互に合

祀するようになり、以来「熊野三山」あるいは「熊野三所権現」と呼ばれ、多く
さんしょごんげん

の皇族・貴族の崇敬を集めるようになった 「青岸渡寺」及び「補陀洛山寺」は、。

「熊野那智大社」と一体となって発展してきた寺院で、神仏習合の形態をよく保
しんぶつしゅうごう

っているものである。

＜構成資産＞

熊野本宮大社、熊野速玉大社、熊野那智大社、青岸渡寺、那智大滝、
くまのほんぐうたいしゃ くまのはやたまたいしゃ くまのなちたいしゃ せいがんとじ なちおおたき

那智原始林、補陀洛山寺
な ち げ ん し り ん ふ だ ら く さ ん じ



（３）霊場「高野山」
こうやさん

「吉野・大峯」の西南西約３０ に位置し、空海が唐からもたらした真言密教km

「 」 。の山岳修行道場として８１６年に創建した 金剛峯寺 を中心とする霊場である

「金剛峯寺」の伽藍は、真言密教の教義に基づき本堂と多宝塔を組み合わせた独
が ら ん た ほ う と う

特のもので、全国の真言宗寺院における伽藍の規範となっている。また 「丹生都、

比売神社」の祭神は、高野山一体の地 主 神で、空海にこの地を譲った神と
じしゅしん（じぬしがみ）

伝えられ 「金剛峯寺」の鎮守として祀られたものである。、

＜構成資産＞

丹生都比売神社、金剛峯寺、慈尊院、丹生官省符神社
に う つ ひ め こんごうぶじ じそんいん にうかんしょうふ

（４）参詣道
さんけいみち

、 「 」、三霊場に対する信仰が盛んになるにつれて形成され 整備された 大峯奥駈道

「熊野参詣道 「高野山町石道」と呼ばれる三つの道である。これらの道は、人」、

々が下界から神仏の宿る浄域に近づくための修行の場であり、険しく清浄な自然

環境のなかに今日まで良好な状態で遺り、沿道の山岳・森林と一体となった文化

的景観を形成している 「大峯奥駈道」は 「吉野・大峯」と「熊野三山」の二大。 、

霊場を結ぶ山岳道で 修験道の最も重要な修行の場である 熊野参詣道 は 熊、 。「 」 、「

野三山」に参詣する道で、京都方面からの参詣のために最も頻繁に使われた「中

辺路 「高野山」との間を結ぶ「小辺路 、紀伊半島の南部の海沿いを行く「大辺」、 」

路 、伊勢神宮との間を結ぶ「伊勢路」からなる 「高野山町石道」は、一町ごと」 。

に町 石と呼ばれる石製道標が立つ道で、高野山下の慈尊院から高野山奥 院にか
ちょういし おくのいん

けて空海が開設した参詣道である。

＜構成資産＞

大峯奥駈道(玉置神社を含む)、熊野参詣道＜中辺路(熊野川を含む)・小辺路
おおみねおくがけみち たまきじんじゃ くまのさんけいみち な か へ ち くまのがわ こ へ ち

・大辺路・伊勢路(七里御浜、花 の窟を含む)＞、高野山町石道
お お へ ち い せ じ しちりみはま はなのいわや こうやさんちょういしみち


